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――三月の例会は「宮沢賢治」について語り合いました。 
賢治の作品や生活史から、賢治の人柄や考えを勝手にみんなで語り合い楽しい時間でした。（天国で賢治はなんと思っていたか）――

井藤さんのメールから勝手に引用しました。

こうした、「寄り道」が面白いのですね。
私も楽しみました。
さて、４月は、天田城介さんの本に戻ります。
■開催案内

○日時：４月28日（土）13：30～18：00

○会の前半（読書会）

天田城介著『老い衰えゆくことの発見』（角川選書）
第１章「「できる私」へ囚われるということ」

第２章「できなくなっていく家族をかいごすること」
○会の後半（懇親会・新年会）

食べながら、飲みながら、語り合います

○参加費：無料（食べ物、飲み物持ち込み歓迎）

○場所：京都市中京区西ノ京内畑町31　ＧＬマンションⅢ－303 （林）

「二条」駅（ＪＲまたは地下鉄）より北へ徒歩５～8分（二条自動車教習所の西隣）

○問合せ・申込：林道也　884michiya@gmail.com　　TEL.090-5366-1497

○ホームページ：http://care-kyoto.jimdo.com/
○どなたでも参加できます。初めての方も歓迎です。

■今後の予定など
（1）第79回：シンポジウム「高齢社会のなかで北欧ケアを考える」 に参加します。
　日時：５月５日（土）13:00～17:00 
　会場：大阪大学中之島センター ７階セミナー室
（2）第80回：「お泊り・ケアを考える会」

6月23日（土）～24日（日）
初めての企画。一泊して心ゆくまで語り合います。

もちろん、勉強して、食べて、飲んで……。

今、行き先など調整中。

（3）権利擁護〈成年後見・虐待〉学習会（第24回）

　日時：5月18日（金）18：30～

　会場：下京区社会福祉協議会3階会議室

　内容：成年後見事例など



天田城介さんのことば





――〈老い衰えゆくこと〉とは、「できない現在の自分」「できなくなった現在の当事者」に直面しながらも、それでも「できていた過去の自分」ないしは「できていた過去の他者」のイメージに引きずられ、それに深く呪縛されながら苦闘する日々の出来事なのだ。あるいは、そうした苦闘を重ねながら、幾重にも深い苦悩と葛藤の只中で新たな「発見」を繰り返していく日々の別名であると言ってもよい。――











